












Hokkaido Dairy Milk Recording & Testing AssociationHokkaido Dairy Milk Recording & Testing Association

総務部
TEL 011-271-4384

当機関誌に関するお問い合わせは、下記までお願い致します。

2022後検（前期）に係る調整交配へのご協力について

後代検定種雄牛精液の調整交配・優先配布などのお問い合わせは地元の乳検組合まで!!

　2022後検（前期）の調整交配が昨年11月から始まっています。迅速かつ正確な種雄牛評価のために、
期間内（2023年2月まで）での授精をお願いします。また、期日が迫っていますので、配布された調
整交配精液の完全消化へのご協力もお願いします。

パソコン版 ：各種グラフ・詳細なデータを確認できます。 
https://nyuken.hmrt.or. jp/dl  （北酪検HPからもアクセス可）

モバイル版 ：牛舎などで牛のデータを確認するのに便利！
https://nyuken.hmrt.or. jp/dlmoba（右のQRコードから簡単アクセス）

牛群検定WebシステムDLご利用方法

●2023年 ２ 月28日　　2022年度検定員中央研修会（札幌市）当面の主な
行事予定

７．７．生菌数生菌数がこんな上昇をした場合の注意点とは？がこんな上昇をした場合の注意点とは？

１）2021年６月以前は、ほぼ0.1万/mlがベース値であったものが2021年11月以降は0.4万/ml以上に上昇し、
元のベース値に戻らない状態にあります。

２）上がった生菌数が戻らなくなると次の問題の始まりです。現段階では、二次汚染や機器の管理不良の疑い
が濃厚です。さらに上昇して戻らない場合は、洗浄不良を疑う段階です！

今回のまとめ
　以上、前号での生菌数対策の続編として記載しましたが、乳房炎も含め双方に共通することは、乳頭清拭の
善し悪しが乳質を向上させる上で極めて重要であるということです。
　搾乳ロボットでは、フィルターソックスの汚れをスコアＡにする事は大変な労力と管理を伴いますが、優良
農場の様々な事例も取り入れながら、現在のスコアをひとつ上位のスコアにすることを目標に、皆さんの創意
工夫と日々の努力で更なる成績の向上を目指しましょう!!


